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川
口
市
新
春
交
礼
会
が
１

月
６
日
、
リ
リ
ア
メ
イ
ン
ホ

ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

市
民
や
各
種
団
体
が
一
堂

に
会
し
て
新
年
を
祝
い
交
流

を
深
め
あ
い
、
川
口
市
の
一

層
の
発
展
を
祈
願
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
て
い

る
。オ

ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
川
口

市
三
曲
連
盟
の「

琴」

、
川
口

市
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
リ
ベ
ル

テ
の
吹
奏
楽
、
川
口
鳶
消
防

組
木
遣
保
存
会
の「

祝
い
木

遣」

、
合
唱
は
川
口
市
合
唱
連

盟
の「

新
年
祝
い
事」

。

川口市新春交礼会

中核市移行２年目の取り組み発表

TEL 048-287-6080

式
典
で
、
奥
ノ
木
信
夫
市

長（

写
真
右）

は
、
今
年
度
以

降
取
り
組
む
政
策
と
し
て
、
小

児
夜
間
診
療
の
拠
点
整
備
、

（

仮
称）

子
ど
も
発
達
相
談
セ

ン
タ
ー
の
整
備
、
中
核
市
川

口
市
に
相
応
し
い
美
術
館
整

備
の
検
討
等
。
そ
し
て
国
や

県
へ
の
要
望
実
現
へ
の
一
歩

と
し
て
、
中
距
離
電
車
の
川

口
駅
停
車
、
市
街
化
調
整
区

域
で
の
区
画
整
理
事
業
の
実

現
に
向
け
て
等
、
国
へ
の
提

案
を
ス
ク
リ
ー
ン
を
使
っ

て

説
明
さ
れ
た
。

次
い
で
、
関
口
京
子
議
長
、

左から幡野茂市議、前原博孝市議、奥ノ木信夫市長、板橋智之県議、飯塚孝行市議。

写真前列から鈴木國雄さん、鈴木一さん、飯塚秀行さん、
新藤真智さん、写真後列左から中山久仁夫さん、新井義則
さん、冨沢良夫分署長、板橋智之県議、飯塚孝行市議。

新
郷
地
区
は
、
地
域
住
民

が
平
穏
に
新
た
な
年
を
迎
え

ら
れ
る
よ
う
、
防
火
及
び
年

末
に
お
け
る
犯
罪
な
ど
の
抑

制
に
対
す
る
意
識
を
高
め
る

た
め
、
毎
年
歳
末
夜
警
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
る
。

12
月
28
日
、
冨
澤
良
夫
新

郷
消
防
分
署
長
が
本
蓮
町
会

（

町
会
長＝

中
山
久
仁
夫
さ

ん
・
警
防
部
長＝

山
根
聖
一

郎
さ
ん）

を
激
励
に
訪
れ
た
。

冨
澤
さ
ん
は「

各
町
会
を

支
団
長
・
分
団
長
と
共
に
回

っ

て
、
地
域
防
災
や
防
犯
な

ど
の
対
策
を
伝
え
て
い
ま
す
。

新
郷
管
内
の
特
徴
は
早
期
発

見
、
早
期
通
報
で
大
事
に
至

っ
て
い
ま
せ
ん」

と
。

同
町
会
相
談
役
の
、
板
橋

智
之
県
議
は「

年
末
の
町
会

ぐ
る
み
で
取
り
組
む
事
業
は
、

と
て
も
意
義
あ
る
も
の
と
考

え
ま
す」

と
。

飯
塚
市
議
は「

放
火
は
防

ぎ
よ
う
が
な
い
、
燃
え
や
す

い
も
の
な
ど
置
か
な
い
よ
う

に」

と
。
中
山
町
会
長
は「

防

災
な
ど
の
発
見
通
報
、
防
犯

灯
・
道
路
照
明
等
設
備
の
確

認
も
で
き
有
意
義
な
夜
警
、
皆

さ
ん
ご
苦
労
様」

と
。

川
口
商
工
会
議
所
児
玉
洋
介

会
頭
、
新
藤
義
孝
衆
議
院（

写

真
右）

が
挨
拶
さ
れ
、
全
員

で
１
月
１
日
を
合
唱
、
万
歳

三
唱
、
福
引
抽
選
会
で
終
了

し
た
。

左
か
ら
鈴
木
尹
宏
さ
ん
、
児

玉
洋
介
さ
ん
、
奥
ノ
木
信
夫
市

長
、
新
藤
義
孝
衆
議
院
、
大
野

元
裕
参
議
院
。

本
蓮
町
会
歳
末
夜
警
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武
南
交
通
安
全
協
会

平
成
31
年
交
通
安
全
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

「

電
話
番
号
が
変
わ
っ
た」

川
口
市
防
犯
協
会

誠
和
病
؉
で

ク
リ
ス
マ
ス
音
楽
会

T
I
D
A（

テ
ィ
ー
ダ）

コ
ン
サ
ー
ト

杉
本
か
よ
市
議
も
歌
う

後܆新松会（会ԉ＝ą崎؉広さん）は、30年度ࠅ8日、ԉ寿クラブの新܆12
のお楽しみ会を同町会会उで開催した。
参加�58名はЅԅや踊り等で楽しく、そして昼食会と̅後3؆ごろまで、笑い

の絶えない一؆をą܆した。
「今後もȈ々と企画を�えております。」と、ą崎会ԉ。ą真同クラブ提供

新松会お楽しみ会

武
南
病
院（

院
長＝

長
汐
俊
治
さ
ん）
は
12
月
20
日
、

ク
リ
ス
マ
ス
会
を
開
催
し
た
。
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
小

柳
拓
也
さ
ん
が
、
ピ
ア
ノ
演
奏
で
乙
女
の
祈
り
等
披
露

し
た
。
そ
し
て
、
保
育
室
の
子
ど
も
達
が
か
わ
い
い
踊

り
を
披
露
、
門
間
サ
ン
タ
さ
ん
か
ら
お
礼
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
も
ら
い
子
ど
も
達
は
大
喜
び
。

勝
田
看
護
部
長
が「

気
分
転
換
に
と
設
け
た
コ
ン
サ

ー
ト
、
楽
し
ん
で
頂
け
ま
し
た
か
。」

と
終
わ
り
の
言
葉

で
終
演
し
た
。

川口市江Ȇ袋の川口誠和病؉（Ї事ԉ＝服部ąࠉさん）は、1223܆日クリスマス会を開催した。
看護部管Ї師ԉのࠆԇ܆子さんは「11回目を迎えたクリスマス音楽会、鳩ケ谷ウクレレクラブ（代
ࠆ）ࠆ中学܆、石榮さん）による歌や、フラダンスでは２名の小学生もअ人と一緒に踊ったり̅＝ࠈ
ԉ＝安部正幸ą生）のЅ奏楽部による見事な演奏を楽しみました。自ćと笑ࠉとなり手拍子をしたり、
中には涙ぐんでいらっしゃる患�さんも見られました。『楽しかった、ありがとう』と、何度も声をか
けて下さり、私	スタッフも嬉しく思います。病؉スタッフ一同、今後も̅力して続けていきたいと
思います。」と、感想を語られた。

武南病院クリスマス会

12
月
15
日
、
ス
タ
ジ
オ
カ
ル
ー
ソ
に

お
い
て
、
T
I
D
A
音
楽
企
画（

代

表＝

金
刺
美
穂
さ
ん）

ク
リ
ス
マ
ス
コ

ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
た
。

第
１
部
は
大
人
の
乙
女
の
コ
ー
ラ
ス

隊
T
I
D
A
が
、
歓
喜
の
歌
や
ク
リ
ス

マ
ス
メ
ド
ー
レ
ー
等
合
唱
。
２
部
は
ソ

リ
ス
ト
達
の
饗
宴
、
バ
イ
オ
リ
ン
ソ

ロ
・
ピ
ア
ノ
ソ
ロ
と
連
弾
、
そ
し
て
歌

の
世
界
・
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
の
世
界
・
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
の
世
界
と
、
素
晴
ら
し
い

コ
ン
サ
ー
ト
だ
っ
た
。

「

金
刺
先
生
の
楽
し
い
け
れ
ど
本
格

的
な
練
習
で
、
若
々
し
く
張
り
の
あ
る
声
で
歌

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
演
奏
会
の
緊
張
感

と
終
っ

た
後
の
達
成
感
は
、
何
物
に
も
変
え
が

た
い
で
す
。」

と
杉
本
か
よ
市
議
。

出
演
◇
指
揮
者
＆
オ
ペ
ラ
歌
手＝

金
刺
美
穂

◇
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン＝

片
桐
明
果
▽
サ
ク
ソ
フ
ォ

ン＝

河
原
久
美
子
▽
ピ
ア
ノ＝

山
元
香
那
子
・

南
雲
彩
▽
コ
ー
ラ
ス
隊「

T
I
D
A」

＝

阿
久

澤
祐
美
子
・
石
田
伊
守
・
大
井
幸
子
・
大
澤
さ

つ
き
・
大
杉
千
賀
子
・
岡
村
恵
子
・
長
田
恵
美

子
・
金
子
千
春
・
川
内
哉
子
・
杉
本
佳
代
・
鈴

木
愛
夏
・
田
中
恵
・
寺
崎
真
理
恵
。（

敬
称
略）

ピアノ＝山元香那子さんと南雲彩さん

ピアノ＝山元香那子さん、ヴァイオリン＝片桐明果さん



武
南
警
察
署
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チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

ち
い
さ
な

の
　
指
定
席

☎

と
い
う
電
話
は
詐
欺

武
南
警
察
署

V

I

P

。さん）は、�例のउつきअ会を行った	の正源寺（住�＝̈井真ࠅ3日、新܆1
足立区舎人のࠅ川部屋のࠅ川豪章親方、अ関豪ࠆ	、अ義龍、佐ԇの海、豊響、佐ԇの富
士、小浜海、對馬洋、佐ԇノ華等が初ࠅȆ必勝इࠉの参拝に訪れ、उつきにも参加した。
力士が裸で威勢よく就いたउは、辛Ѕ・あんこ・いそべ・きな粉で܆客�に振舞われた。

2020年公開する相撲のドキュメンタリー؆画の撮影も行われた。請うご期待。
親方は「お؉様で正源寺さんに助けてࠉいています。正源寺をよろしく」と̆拶された。

豪ࠆ	関は「優勝、目̆しࠉ張ります。応援よろしく」と。
ą真左はअ義龍関、右は豪ࠆ	関。

正
源
寺
उ
つ
き
अ
会
　
ࠅ
川
必
勝
इ
ࠉ

江Ȇ袋町会（町会ԉ＆	Ѕ町会ԉ＝前原博孝市議）は、16܆日同町会会उで新年会を
開催した。
役員がࠉЅわせ、今年も「ą気にࠉ張ろう」と誓い親܇を図った。また、板橋智之県議

が激励に訪れ、県の「オレオレ詐欺にあわないように、タバコのइ止など」の܆令を説明
後、今年は	̆の年であることを話し̆拶とした。

前原町会ԉは「日本ȅ島は災害ȅ島、؉災訓練等強固にし、町会の؉犯パトロールカー
2台を活ԇし、安ą安心江Ȇ袋町会に励み、町会加ąにも力をąれたい。217܆日には؉
犯車に乗る講習会も計画しています」と̆拶。

ą真左から、山ԇ勇作前町会ԉ、板橋県議、前原町会ԉ、眞野正庸さん、山ԇ�Ԉさ
ん、ԇ崎一さん。

江戸袋町会新年会



平成３０年１２月末交通事故状況

県　 内　 　 　 　 　 武南警察署管内

人身事故 24,127 件（-2,149）    ８２４件（-４２）

死者数   　 175 名（-2）         ５名（±０）

負傷者　 29,089 名（-2,933）    ９６１名（-６０）

物損事故 145,034 件（+2,734） ４,４５１件（+２１４）

平Ȇ30 年1231܆ 日 交通事Ԇ日ࠅ（カッコは前年対比）

２０１９年（平Ȇ３１年）１１６܆日（水曜日）　（４）第２８３号 新　 郷　 新　 聞

「

セ
リ
・
ナ
ズ
ナ
・
ゴ
ギ

ョ

ウ
・
ハ
コ
ベ
ラ
・
ホ
ト
ケ

ノ
ザ
・
、
ス
ズ
ナ
・
ス
ズ
シ

ロ
、
春
の
七
草」

と
詠
わ
れ
て

い
ま
す
。

①
セ
リ
は
、
胃
腸
を
丈
夫

に
す
る
整
腸
作
用
が
あ
り

ま
す
。
②
ナ
ズ
ナ
は
、
肝
機
能

向
上
さ
せ
解
毒
作
用
が
あ
り

ま
す
。
③
ゴ
ギ
ョ
ウ
は
、
痰
や

咳
・
の
ど
の
痛
み
を
和
ら
げ

ま
す
。
④
ハ
コ
ベ
ラ
は
、
胃
炎

や
腹
痛
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

⑤
ホ
ト
ケ
ノ
ザ
は
、
食
欲
増

進
効
果
が
あ
り
ま
す
。
⑥
ス

ズ
ナ
は
、
カ
ブ
の
こ
と
で
す
。

ジ
ア
ス
タ
ー
ゼ
を
含
み
、
胃

腸
を
整
え
、
消
化
を
促
進
し

ま
す
。
⑦
ス
ズ
シ
ロ
は
、
大

根
の
こ
と
で
す
。
ジ
ア
ス
タ

ー
ゼ
を
多
く
含
み
、
胃
腸
を

整
え
、
消
化
を
促
進
し
、
風

邪
予
防
に
も
使
わ
れ
て
い
ま

す
。

健
康
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

（256）

今
月
の
新
郷
句
楽
部

広
辞
苑
眼
鏡
重
ね
て
秋
深
し

赤
井
　

大
井
幸
子

休
刊
に
襟
元
す
く
う
寒
さ
か
な

東
本
郷
　
豊
後
照
子

侘
助
や
絶
た
れ
る
命
絶
つ
命

峯
　
　
山
田
案
山
子
　
　
　
　
　
　
　

去
年
今
年
ゆ
っ
く
り
ゆ
っ
た
り
歩
み
た
い

大
竹
　

井
上
靖
子
　
　
　
　
　

失
敗
を
あ
き
ら
め
な
い
で
去
年
今
年
　

本
蓮
　
太
田
垣
登
志
乃

変
わ
り
な
き
我
が
身
が
う
れ
し
去
年
今
年
　

前
野
宿
　
森
田
米
子

  
 

冬
の
時
期
で
青
菜
が
少
な

い
中
で
、
春
の
七
草
は
、
厳

し
い
寒
さ
に
負
け
ず
に
力
強

く
芽
を
出
し
年
を
越
し
て
、
食

す
る
こ
と
が
出
来
る
青
菜
で

す
。
七
草
粥
は
１
月
７
日
、

幕
ノ
内
の
期
間
が
終
わ
り
、

お
正
月
の
ご
馳
走
で
疲
れ

た
胃
腸
を
消
化
の
良
い
お

粥
で
整
え
、
邪
気
を
祓
い
、

無
病
息
災
で
、
こ
の
１
年
健

康
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
願
い

を
込
め
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

保
険
薬
剤
師
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
久
仁
夫

七

草

粥

あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

名
刺
広
告
へ
ご
協
力

を
下
さ
い
ま
し
た
、
町

会
長
、
各
企
業
、
個
人

様
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

取
材
、
印
刷
代
等
に

充
て
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
　
　

新
郷
新
聞
編
集
部

来
月
号
は
２
月
20

日（

水）

発
行
で
す
。

県

議

を

囲

ん

で

忘

年

会

赤
井
の

原
島
さ
ん
に

感
謝
状

赤
井
の
原
島
工
務
店

社
ԉ
の
原
島
潔
さ
ん
は
Ò

群
馬
県
渋
川
警
察
署
Ò新

井
良
ą
署
ԉ
よ
り
感
謝

状
が
贈
ら
れ
た
Ó

29
年
４
܆
渋
川
市
ą

お
　
礼

☎ 

11

月
23

日
、
本
蓮
町
会
会
館

に
於
い
て
、「

県
議
を
囲
む
会」

の
忘
年
会
を
行
っ
た
。

板
橋
智
之
県
議
を
囲
ん
で

「

頑
張
る
ぞ
　
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
大
阪
万
博
ま
で
は
!」

の

キ
ャ

チ
フ
レ
ー
ズ
で
親
睦
を

図
っ
た
。

抽
選
大
会
も
行
い
盛
り
上

が
り
、
参
加
賞
は
年
末
ジ
ャ

ン
ボ
宝
く
じ
。

こ
の
１
年
の
労
苦
を
忘
れ
、

新
た
な
気
持
ち
で
、
新
年
を

迎
え
る
た
め
、
楽
し
い
ひ
と

時
を
共
有
し
た
。

写
真
前
列
左
か
ら，

小
野

寺
勉
さ
ん
、
中
山
久
仁
夫
本

蓮
町
会
長
、
大
熊
恒
久
新
堀

町
会
長
、
板
橋
県
議
、
照
山

悦
子
さ
ん
、
高
垣
豊
さ
ん
、

細
目
博
さ
ん
、
市
川
璋
良
さ

ん
。後

列
左
か
ら
、
小
堀
鶴
雄

さ
ん
、
佐
藤
み
ゆ
き
さ
ん
、

鈴
川
洋
さ
ん
、
尾
花
誠
さ
ん
、

須
貝
文
昭
さ
ん
、
松
山
仁
さ

ん
、
吉
田
浩
之
さ
ん
、
佐
藤

正
朋
さ
ん
、
新
藤
義
孝
衆
議

院
秘
書
の
菊
地
博
さ
ん
、
鵜

飼
勝
さ
ん
、
市
川
博
さ
ん
、

中
里
純
さ
ん
、
栗
原
美
保
さ

ん
と
永
守
君
、
矢
代
秀
明
さ

ん
。

歯
科
医
の
風

歯
の
治
療
は
、「

痛
い
か
ら

な
る
べ
く
行
き
た
く
な
い」

、

と
考
え
る
の
が
普
通
だ
と
思

い
ま
す
。
私
も
痛
い
の
は
嫌

い
な
の
で
、
患
者
さ
ん
に
痛

み
を
与
え
そ
う
な
治
療
を
す

る
時
は
、
平
常
心
を
装
っ

て

い
ま
す
が
心
臓
は
バ
ク
バ
ク

で
す
。
な
の
で
、
来
院
さ
れ

る
患
者
さ
ん
に
対
応
す
る
時

は
、
麻
酔
注
射
に
色
々
工
夫

を
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
人
は
も
と
も

と
自
分
の
身
を
守
る
た
め
に
、

痛
み
を
感
じ
る
よ
う
に
出
来

て
い
ま
す
。
人
の
皮
膚
の
表

面
に
は
痛
点
と
い
う
、
そ
こ

に
触
る
と
痛
み
を
感
じ
る
点

が
あ
り
、
顔
や
お
口
、
指
先

に
は
数
多
あ
り
、
背
中
な
ど

は
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

歯
科
で
は
歯
を
削
っ

た
り
、

歯
茎
を
切
っ

た
り
す
る
こ
と

が
多
い
の
で
、
そ
の
ま
ま
治

療
す
る
と
当
然
痛
み
が
出
る

の
で
、
治
療
す
る
部
分
や
、

そ
の
周
辺
に
麻
酔
注
射
を
し

ま
す
。
そ
の
注
射
針
を
刺
し

た
所
が
、
ち
ょ

う
ど
痛
点
に

当
た
る
と
、
痛
み
を
感
じ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
痛
点

を
避
け
て
刺
入
し
、
あ
ら
か

じ
め
体
温
に
近
く
温
め
た
麻

酔
液
を
、
周
囲
を
圧
迫
し
な

い
よ
う
に
少
し
ず
つ
注
入
す

る
こ
と
で
、
痛
み
を
ほ
と
ん

ど
出
さ
ず
に
す
み
ま
す
。

技
術
の
進
歩
は
注
射
針
の

太
さ
に
も
あ
り
、
以
前
よ
り

も
ず
っ

と
細
い
物
が
開
発
さ

れ
て
、
痛
点
に
な
る
べ
く
当

た
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
ち
な
み
に
糖
尿
病
で
、

イ
ン
シ
ュ

リ
ン
を
毎
日
数
回

自
分
で
打
つ
よ
う
な
ケ
ー
ス

で
は
、
歯
科
で
使
う
も
の
よ

り
、
さ
ら
に
細
く
か
つ
針
先

を
工
夫
し
て
、
痛
み
を
感
じ

な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
痛
み
は
患
者
さ
ん

の
そ
の
時
の
感
じ
方
で
変
わ

る
の
で
、
注
射
針
を
目
の
前

に
ち
ら
つ
か
せ「

さ
ぁ

や
り

ま
す
よ」

と
か
、
本
人
が
痛

い
も
の
だ
と
思
い
込
ん
で
い

る
と
、
痛
点
に
関
係
な
く「

痛

い
！」

と
感
じ
て
し
ま
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

岩
下
歯
科
医
院（

榛
松）

院
長
　
岩
下
　
一
三

の
焼
�
店
で
不
	
ȅ
な

Ԇ
装
を
し
た
た
め
Ò
火

災
に
よ
り
客
２
人
を
死

傷
さ
せ
た
事
件
の
燃
焼

実
験
に
̅
力
し
Ò
事
件

の
解
明
に
多
अ
な
る
貢

献
を
さ
れ
た
感
謝
状
Ó

原
島
工
務
店
に
４
人

の
署
員
が
訪
れ
Ò
深
ԇ

和
ȅ
ȅ
事
課
ԉ
か
ら
贈

Ѕ
さ
れ
た
Ó

◇
山
元
香
那
子

ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

◇＝

日：

２
月
15
日（

金）

◇＝

時：

19：

00
開
演

◇
所：

東
京
オ
ペ
ラ
シ
テ
ィ

リ
サ
イ
タ
ル
ホ
ー
ル

（

東
京
都
渋
谷
区
初
台）

◇
内
容：

ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
他

◇
入
場
料＝

４
０
０
０
円

◇
問＝

０
７
０（

６
９
７
６）

２
６
９
２

山
元
ま
で

コ
ン
サ
ー
ト
の
お
知
ら
せ

原島さん（中央）、左２番目が深田刑事課長と、渋川署員の皆さん。


